
  光化学スモッグ発生抑制に向けた調査研究
　研究所では、周辺自治体と連携して数多く存在する揮発性有機化合物（VOC）と光化学オキシ
ダントの関係を研究しています。光化学スモッグ発生時に大気中のVOC濃度を測定し、各VOC
からのオキシダント生成量（オゾン生成ポテンシャル）を計算することで、光化学オキシダント
の生成に大きく影響するVOCの推定に取り組んでいます。その成果は、川崎市の光化学スモッグ
発生抑制の取組に活用していきます。

　川崎市環境総合研究所は、国内外の環境課題の解決に向けて、信頼あるデータ及び科学的知見に
基づく調査研究と、多様な主体と協力・連携した環境保全の取組を行っています。

最新の環境課題と川崎市の取組⑪

  東京湾におけるCOD上昇の要因解析

  市内河川中に残留している
  生活関連化学物質のスクリーニング調査
　近年、医薬品、化粧品、農薬、難燃剤など、日常生活に由来する様々な
化学物質が環境中に排出されています。その中には環境に悪影響を及ぼす
可能性がある物質もあります。この調査は、環境中にある化学物質を幅広
く知ることで、これらの化学物質による問題の発生を未然に防ぐことを目
的として実施しています。

　市内の５地点の河川で調査
した結果、最も多くの物質が
検出された麻生川・耕地橋において、検出値上
位１０物質を左表に示します。これを見ると化
粧品や医薬品など人の日常生活に由来する物質
であることがわかりました。
今後も市内の調査を進め、環境中の残留状況

を早期に把握して、問題の未然防止に努めます。

結果の一例　大師測定局（R3.6.8）

河川ごとの物質検出数

麻生川・耕地橋の上位10物質

研究の流れ

大気の採取
光化学スモッグ発生時に
大気を採取

光化学オキシダントの生成に影響するVOCを推定

VOC濃度の測定
大気中の
VOC濃度を測定

結果の解析
オゾン生成ポテンシャル
光化学オキシダント濃度、
気象条件等の関係を解析

　COD上昇の要因は右図に示すものが考えられ
ます。このうち、内部生産による二次汚濁に着目
し、東京湾における有機物の調査や研究所に蓄積
されたデータの解析に取り組んでいます。

　東京湾では高度経済成長期に産業排水や生活排水による水
質汚濁が進行しました。工場に対する規制や下水道の普及な
どにより大幅に軽減されましたが、COD（化学的酸素要求
量）が近年上昇傾向です。

※オゾン生成ポテンシャル＝
VOC濃度×最大オゾン生成能

調査に使用する分析装置→

地点

総ピーク検出数

三沢川
一の橋

143

二ヶ領本川
堰前橋

159

平瀬川
平瀬橋

165

麻生川
耕地橋

197

矢上川
日吉橋

160

その他（VOC）
アルデヒド類
芳香族系炭化水素類
シクロアルカン類
アルケン類
アルカン類
光化学オキシダント

沖合部3地点でのCOD年間平均値の推移

CODの上昇要因


